
Information

　
　

口
座
振
替
は
、安
心
、安
全
、便

利
な
税
の
納
付
方
法
で
す
。ま
た
、

省
資
源
化
、
経
費
削
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

■
口
座
振
替
に
つ
い
て

　　

市
税
を
指
定
し
た
口
座
か
ら
引

き
落
と
す
こ
と
に
よ
り
、自
動
的
に

納
税
さ
れ
る
の
で
、
口
座
振
替
を

解
約
す
る
ま
で
継
続
し
て
納
税
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

　
●　

納
め
忘
れ
が
な
く
な
る

　
●　

納
め
に
行
か
な
く
て
よ
い

　
●　

一
度
手
続
き
す
る
と
、
簡
単
に

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る

■
利
用
で
き
る
税
目

　
　

固
定
資
産
税
、市
・
県
民
税（
普

通
徴
収
）
、国
民
健
康
保
険
税
、軽

自
動
車
税
の
納
付

※
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
納
税
義
務
者
お

よ
び
、利
用
者
の
税
目
に
対
し
て
の
み
適
用

さ
れ
ま
す

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
引
き
落
と
し
を
希
望
す
る
口
座

の
預
金
通
帳

②
口
座
の
届
出
印

③
口
座
振
替
依
頼
書

※
依
頼
書
は
、市
内
の
金
融
機
関
、税
務
収

納
課
お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す

※
納
税
通
知
書
が
手
元
に
あ
る
方
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
で
き
る
金
融
機
関

　
　

四
国
銀
行
、
高
知
銀
行
、
幡
多

信
用
金
庫
、
高
知
信
用
金
庫
、
四

国
労
働
金
庫
、高
知
県
農
業
協
同

組
合
、高
知
県
信
用
漁
業
共
同
組

合
連
合
会
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
税
務
収
納
課

　　

介
護
保
険
料
は
本
人
の
所
得
や

年
金
収
入
額
、
世
帯
の
課
税
状
況

に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

　　

令
和
４
年
度
の
介
護
保
険
料
は

７
月
上
旬
に
決
定
す
る
た
め
、４
・

６
・
8
月
の
介
護
保
険
料
の
金
額

は
、令
和
４
年
２
月
と
同
じ
保
険
料

額
を
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
（
仮
徴
収
）
。
た
だ

し
、８
月
は
年
間
を
通
じ
て
で
き
る

だ
け
均
等
に
な
る
よ
う
に
調
整
し

た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　　

所
得
や
課
税
状
況
が
確
定
し
た

後
、７
月
に
令
和
４
年
度
の
介
護
保

険
料
（
年
額
）
を
決
定
し
、仮
徴
収

３
回
分
を
年
額
か
ら
差
し
引
い
て
、

10
・
12
・
２
月
の
３
回
に
分
割
し
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す（
本
徴
収
）。

■
令
和
４
年
度
年
間
保
険
料　

《
仮
徴
収
》　
４
月
・
６
月
・
8
月

※
令
和
４
年
２
月
と
同
料
額
。た
だ
し
８
月

を
除
く

《
本
徴
収
》　
10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月

※
年
間
保
険
料
ー
仮
徴
収
額

■
問
い
合
わ
せ　

　　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課

３
月
号
の
表
紙
、
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
春
ら
し
く
、
見
て
い
て
気
持
ち
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
お
花
見
マ
ッ
プ
、
良
い
で
す
ね
！　

コ
ロ
ナ
で　

↓
（
13
ペ
ー
ジ
へ
）

報

へ

の

ご

意

見

↓　

縛
ら
れ
て
い
る
生
活
を
長
く
続
け
て
い
る
と
、
自
然
の
美
し
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
３
月
号
は
春
ら
し
く
生
き
生
き
と
し
た
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
れ
る
内
容
で
し
た
。

広

報

へ

の

ご

意

見

　
　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、
消

費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と

し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　
　

南
国
税
務
署
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。事
前
予
約
制
で
す
の
で
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　　
４
月
27
日（
水
）、５
月
26
日（
木
）、

６
月
23
日
（
木
）
、い
ず
れ
も
14
時

〜
15
時

■
場
所

　
　

南
国
税
務
署　
別
館
２
階
会
議
室

　
（
南
国
市
大
埇
甲
一
五
九
八
ー
一
）

■
定
員　

各
20
人

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
延
期
、ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
は
、
予

約
い
た
だ
い
た
方
へ
電
話
で
ご
連
絡
し
ま
す

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

南
国
税
務
署　
個
人
課
税
第
１

部
門
・
法
人
課
税
部
門

　　

☎
0
8
8
ー
8
6
3
ー
3
2
1
5

す
。な
お
、
令
和
４
年
４
月
１
日
以

前
に
年
金
手
帳
の
再
交
付
申
請
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、交

付
日
が
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降

と
な
る
場
合
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　

☎
0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

T
税

T  a  x

税

　　

現
在
20
歳
に
な
る
と
交
付
さ
れ

て
い
る
年
金
手
帳
で
す
が
、令
和
４

年
４
月
１
日
以
降
に
初
め
て
年
金

制
度
へ
加
入
す
る
方
（
20
歳
に
到

達
し
た
方
、
20
歳
前
に
厚
生
年
金

保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
方
等
）

に
つ
い
て
は
、年
金
手
帳
に
替
わ
り

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
す
で
に
年
金
手
帳
を

交
付
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、基
礎
年

金
番
号
通
知
書
の
交
付
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
お
手
元
に
あ
る
年
金
手

帳
は
、令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
も

「
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
書
類
」と
し
て
引

き
続
き
、ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　　

年
金
手
帳
を
紛
失
等
し
た
方
で

再
交
付
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
は
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま

報

　　 I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T

皆さまの参加を

お待ちしています！

観覧無料日時

場所

香南市の中世石仏拓本展

４／５（火）～１３（水）
１０:００ ～１７:００　※４月１１日（月）は休館日

野市図書館　３階　展示室

～香南市文化財センター企画展～

令 和 ４年 度

　香南市には、県内最大級の地蔵板石塔婆や

文字資料を有する石仏など、中世期における貴重な石

造物が多数存在しています。高知県内の石仏を調査さ

れている「石の仏を見る会」の皆さんによって拓本され

た、香南市の石仏の姿を展示します。

■拓本制作者／「石の仏を見る会」

　濱田眞尚さん・産田孝さん・唐岩淳子さん・山岡遵さん

※新型コロナウイルス感染防止のため、必ずマスク着用と会

場入り口で検温・手指消毒をお願いします

■問い合わせ／香南市文化財センター　☎54ー2296

　
　
　
　

納
税
は
口
座
振
替
が

　
　
　
　

お
す
す
め
で
す

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
〜
消
費
税

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
〜

広告

N
年 金

N at i o n a l
P e n s i o n

年 金

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

年
金
手
帳
が
廃
止
と
な
り
ま
す

高齢者肺炎球菌感染症定期予防接種

■問い合わせ／市役所健康対策課　☎５０-３０１１

対象者
①

６５歳 昭和３２年４月２日～昭和３３年４月１日生

７０歳 昭和２７年４月２日～昭和２８年４月１日生

７５歳 昭和２２年４月２日～昭和２３年４月１日生

８０歳 昭和１７年４月２日～昭和１８年４月１日生

８５歳 昭和１２年４月２日～昭和１３年４月１日生

９０歳 昭和　７　年４月２日～昭和　８　年４月１日生

９５歳 昭和　２　年４月２日～昭和　３　年４月１日生

１００歳 大正１１年４月２日～大正１２年４月１日生

対象者
②

実施期間

６０歳以上６５歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機能、

ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に重い

障害のある方（身体障害者手帳１級相当）

※予診票を発行しますので、事前にご連絡ください

医療機関
に 持 参
するもの

●　予診票（対象者①の方には令和４年５月以降に郵送）
●　本人を確認できるもの（健康保険証や運転免許証）
●　対象者②の方は身体障害者手帳

※生活保護を受給している方は自己負担金の免除制
度がありますので、必ず接種前に申請してください

令和４年４月１日～令和５年３月３１日

実施場所

自　　己
負担金

高知県内の委託医療機関　※要予約

接種回数 令和４年度中に１回

２,０００円

●　新型コロナワクチンと同時接種できません。
●　新型コロナワクチンとの接種間隔は、どちらかのワクチンを接種

　　した後２週間以上間隔をあけてください。

※過去に肺炎球菌ワクチン（２３価）の接種歴のある方
　は対象外です

◆　令和４年度　◆

S
高齢者高齢者

senior citizen

　
　

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
の

　
　

天
引
き
で
納
め
て
い
る
方
へ

　　かつて海辺の町赤岡でとれた塩を、山深い物部の奥地

まで運んだ昔の往還道「塩の道」。生活物資や文化も運ば

れ、当時の人々には「命の道」でもありました。馬頭観音や

丁石など、貴重な史跡から当時に思いをはせ、朝から夕方

まで一気に塩の道を歩くウォーキング大会です。

※  開催については、４月３０日（土）時点の県下の新型コロナ
　ウイルス感染状況により判断します

■参加費／１人　８,０００円（バス代・塩の道弁当・塩饅頭・
　竹コップ・参加賞・保険料含む）

■募集人数／８０人（最小催行人数６５ 人）

■問い合わせ／香北観光トラベル　☎0887ー59ー3393

５／２８（土）　※少雨決行、中止の場合は５／２９（日）日時

土佐塩の道
30㎞うぉーく

第　１４　回

コース①香美市物部町山崎公園
　　　　～赤岡町高木酒造（約３０㎞）

②香美市物部町山崎公園
　　　　～香南市山北あぐりのさと（約２０㎞）

５：５０～赤岡保健センターで受け付け。１７：００頃終了予定

★①３０㎞・②２０㎞のいずれかを選んでください。ゴール

　の山北については赤岡まで車両でお送りします。

いずれのイベントも、新型コロナウイルスの感染拡大
防止のため、日程・内容等が変更となる場合があります。

る貴重重な石な石

無料無

休館

室

や

無料料

館館日日日日

室

や

13２０２２.４ 12 ２０２２.４


